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1. はじめに 

近年、地方自治体において、過疎化・高齢化の対策の

一環として、住民の地域への愛着度を高める活動がある

(シビックプライドの醸成)[1]。本研究では、このシビック

プライド醸成という課題に対して、ある自治体の住民ア

ンケート結果から、多変量解析の手法を適用した分析を

行い潜在的な「新住民価値」を導出するモデルを明らか

にした[11][12][13][14]。当該モデルを使い発掘した「新住

民価値」に相当する主成分の意味付けを追加の住民アン

ケートに反映し、導出主成分の意味付けの妥当性を評価

できた(2022年度)。本研究では、当該自治体における次期

総合計画に先立つ直近の住民アンケートを対象として新

たに主成分を導出・評価を行い、本モデルの当該アンケ

ート分析に対する適用性評価・検証を行う。また、当該

モデルの課題である主成分寄与率の改善と、自由記述回

答の重要度評価方式の改善を併せて実施する。 

2. 研究の経緯と今回の研究範囲 

ある自治体の住民アンケートから住民意識を高める居

住環境条件を導出するため、新住民価値を掘り起こすモ

デルを構築し、自治体の H30年度住民アンケート(前回)を

対象に多変量解析を行い新住民価値に相当する主成分を

導出し意味付けを実施した（新住民価値導出先行モデ

ル）。 導出主成分の意味付け結果を 2022 年度のアンケ

ート(今回)に住民への設問として追加・回答の分析結果、

主成分の妥当性に関して一定の評価を得た。今回の研究

範囲では、本モデルを当該自治体の 2022 年度住民アンケ

ート分析に適用して「新住民価値の導出と検証」を実施

する。また、前出モデルの改善として、前回の先行モデ

ルで導出した下記課題への対策を行う。 

(a)2022年度導出主成分の評価検証（適用性評価） 

(b)導出主成分の寄与率向上 

(c)自由記述の特徴語の重要度分析  

(d)導出主成分に対する他アンケート設問の影響度分析 

3. 新住民価値導出モデルの概要 

モデルの概要を図 1および表 1に示す。当該自治体の住

民アンケート回答結果から潜在的な「新住民価値」を表

す主成分を導出し意味付けを実施し、潜在的な住民価値

につながる変数として解釈する。アンケート構成は(i)選

択式のアンケート項目回答の設問と(ii)自由記述回答の設

問から構成されており、(i)(ii)各々の設問回答を特徴量と

してアンケートの「住み心地」の設問に関する重要度を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 モデルの概要 

 

表 1 モデルの各プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価し特徴量を選択する。選択した特徴量を入力として

主成分分析を行い導出した主成分の意味付けを行う（図

1）。 意味付けした主成分の内容を住民アンケートに反映

し回答から住民価値を測り本モデルの妥当性を検証する。

モデルの各プロセスは、数量化Ⅱ類を適用してアンケー

ト項目の「住み心地」が良い回答に対する影響度が高い

他設問を選択、テキストマイニングにて tfidf 値の高い特

徴語を選択し、各々を統合的した特徴量を導出した後、

主成分分析にて導出主成分の意味付けを行う(表 1)。 

4. 新住民価値導出モデルの適用性の検証 

3 章に概説したモデルに関して、2 章に示す各課題の対処

を図ることで本モデルの適用性を検証する。 

4.1 2022 年度導出主成分の評価検証 (適用性評価) 

3 章のモデルを 2022 年度の住民アンケート回答を対象と

して分析し結果を各プロセスでの評価と併せて以下に纏

める。 
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(1)対象アンケート回答について： 

(i)選択式アンケート項目：75項目をダミー変数化 

して 454項目(カテゴリ数)。対象レコード数は 839。 

(ii)自由記述：未回答者を除外し対象レコード数 511。 

(iii)目的変数：「住み心地」に該当する設問にて 

「住みやすい(1)」「住みにくい(0)」の群分類。 

 

(2)数量化Ⅱ類： 

 カテゴリウェイトレンジ値を評価し「居住地区(1.550)」

「若者の声を取り入れた町づくり(0.820)」「道路整備・

安全性・景観(0.714)」が高ランキングとなった(()内はカ

テゴリウェイトレンジ値)。評価結果より、若者/ベテラン

の乖離と世代交代要望の認識がうかがえる。また、安心

安全な住環境への意識が高い。 

 

(3)テキストマイニング： 

 形態素解析にて抽出した語の tfidfを特徴量(2899語)とし

た機械学習の「住み心地」に関する二値分類の結果の特

徴量の重要度ランキングを導出評価した（結果は後述）。 

 

(4)機械学習： 

 (2)で選択したカテゴリ(454 項目)および(3)で選択した特

徴語(35個)を統合した特徴量を用いて「住み心地」設問回

答を目的変数とした二値分類を実施した。Pycaret で精度

最適アルゴリズム(LightGBM)を選択し、Optuna でのハイ

パーパラメタチューニングと交差検証により Accuracy が

84.5%(前回 H30 アンケート時: 80.2%)に改善した。表 2 に

特徴量の feature importance値のランキングと「住み続けた

い」設問回答への相関を示す。 

 

表 2 特徴量の重要度と相関 

 

 

 

 

 

 

 

 「住み続けたい」回答に対して重要度が高い観点とし

ては、人口減少の改善の重要度が極めて高く、観光への

取り組み、地域の魅力や資源などの項目が挙がっている

ことから、魅力ある地域の PRで各種人口(定住、関係、交

流人口)を増加させたい意識がうかがえる。 

 

(5)主成分分析： 

 (4)にて重要度が高い特徴量を 44 項目を選択し主成分分

析の説明変数とし主成分を導出した。導出した第 1主成分

(pca1)および第 2 主成分(pca2)に関して、前回(H30)と今回

(2022年)のアンケート分の比較を表 3に示す。 

 

表 3 前回と今回の主成分の比較 

 

 

 

 

 

本モデルの適用性に関して、前回の分析結果と比較する

と、数量化Ⅱ類では居住地区、産業振興、学校教育など

に関連する設問のカテゴリウェイトが上位に入っている

状況は前回と同様である。機械学習における特徴量の重

要度評価においても人口、労働、生活基盤に関するアン

ケート設問が前回と同様に上位にランクされている状況

である。また、主成分分析に関して、前回および今回の

主成分負荷量には「定住意向」や「居住環境」に関する

設問がランクされており導出主成分の類似性や寄与率の

近似性を考えると、本モデルの適用性は妥当であると判

断できる。 

4.2 主成分寄与率の向上 

 今回の分析に際して、主成分(第 1 主成分＋第 2 主成分)

の寄与率は約 2.9%改善した(表 3 および図 2)。前回と今回

の分析における主成分の累計寄与率の比較を図 2に示す。

本寄与率改善は、以下に示す機械学習アルゴリズムの精

度改善により特徴量の重要度の導出精度が高まったため

と想定する。なお、機械学習アルゴリズムの正答率は

84.5%（前回は 80.2%）に向上した。 

・Pycaretを使用し正答率が高いモデル(LightGBM)を 

選択 

・Optuna を使ってハイパーパラメタのチューニングと

交差検証を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2累積寄与率 

4.3 自由記述の重要度分析 

テキストマイニングにより各自由記述回答から「住み

易い」回答に影響する特徴語を抽出した。前回の分析で

は各文字回答から抽出した形態素の tfidf 値ランキングを

評価して特徴量となる語を策定したが、今回は明示的に

「住み易い」回答に対する影響度がある特徴語に絞り込

み特徴量を策定した。つまり、機械学習モデルを適用し

「住み易い」回答予測モデルにおける各特徴語 tfidf 値の

重要度により特徴量となる語を策定した。適用した機械

学習モデルは、特徴語の tfidf値を特徴量(2682語)として目

的変数を「住み易い」回答とした二値分類モデルである。

適用したアルゴリズムは LightGBM で精度は Accuracy が

73.4%であった。また、特徴語に関してはストップワード

を除外した。図 3に「住み易さ」に対する重要度が高い 
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図 3特徴語の重要度ランキング 

 

特徴語のランキングを示す。上位の特徴語は「xxx 町」

「町」「島」「海」「自然」など居住地の特性を表す語

が多く、土地への愛着意識を感じる結果となった。また

「人口」「減少」など人口問題への意識が高い。さらに

具体的な生活に関するキーワードも多く「ゴミ」「住む」

「生活」などが上位に出現した。「思う」「出来る」な

ど住み易さに対する意思を感じるキーワードも出現して

おり、当該特徴語の tfidf 値が高い回答内容の深耕の必要

性が高いと認識する。 

4.4 主成分と「住み易さ」の関係について 

選択式のアンケート項目回答に関する主成分分析で導

出した第 1主成分(pca1)および第 2主成分(pca2)について評

価する。pca1 は「定住意向と幸福度」と意味付けを行っ

た。表 4 および 5 に pca1 の主成分負荷量と「住み易さ」

に対する重要度(機械学習の fi 値)を示す。fi 値はランキン

グが 20位以上の設問回答の重要度を示している。 

 

表 4 pca1 の主成分負荷量(正)と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 pca1 の主成分負荷量(負)と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(正)の主成分負荷量に着目すると、移住の意向があり幸

福度が低い。また、人口増や生活、産業、観光の各施策

に対する意識が低い傾向である。(負)の負荷量では、幸福

度が高く定住意向。居住環境の安心安全さ、自然や風土、

生活環境に魅力を感じる傾向。また人口増加や生活改善

施策に対してもポジティブな傾向がある。「住み易さ」

に対する重要度(fi 値)は(負)の負荷量に高く、生活環境の

満足度、人口維持増加に対する意識が高い。 

pca2 は「居住環境の住み易さ」と意味付けを行った。

これは住み易さを感じる度合いと認識する。表 6および表

7 に pca2 の主成分負荷量と「住み易さ」に対する重要度

(機械学習の fi値)を示す。 

(正)(負)の主成分負荷量の上位下位 10 項目は「道路の整

備」「景観保全」「観光振興」「ごみ・し尿対策」のカ

テゴリ群で占める。(正)の主成分負荷量では、前記のカテ

ゴリに関して「満足」「わからない」の負荷量が高い。

幸福度も高く、住みやすいとする住民の回答比率は約

76%であり、現状の居住環境に住み易さを感じる傾向が強

いと認識する。 (負)の主成分負荷量では、前記カテゴリで

「不満」「普通」の負荷量が占める。「住み易さ」に対

する重要度(fi 値)は(負)の負荷量に高く、居住環境には不

満があるが住み易さを感じている状況がうかがえる。 

 

表 6 pca2 の主成分負荷量(正)と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 pca2 の主成分負荷量(負)と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、主成分分析に入力する絞った重要度 50 位の特徴

量の中に、自由記述から抽出した特徴語が現れなかった

ため、特徴語に特化して主成分の導出と意味付けを行っ

た。導出した第 1(pca1)および 第 2(pca2)主成分共に(正)の

上位3つの主成分負荷量が突出して高くpca1では「住む」

「必要」「島」であり「島を存続させる意識」、pca2 で

は「見える」「好き」「海」が高く「xxx 町の魅力」と意

味付けした(表 8)。 

表 8 特徴語の主成分負荷量 
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5. おわりに 〜課題と今後の対応 

今回の研究では、自治体の住民アンケートを対象に、

前回構築検証した新住民価値導出モデル（潜在的な住民

価値に相当する主成分を導出する）を当該自治体の 2022

年度の住民アンケートを対象にしてモデルの適用性を検

証し妥当性を得た。併せて、本モデルの主成分寄与率向

上、アンケート自由記述の特徴語の重要度分析、導出し

た主成分の「住み心地」回答に対する重要度評価などの

モデル精度改善と付加価値向上を実施した。2022 年度住

民アンケート分析結果や本適用性検証結果を基に、住民

施策立案に貢献する予定である。また、今後の課題とし

て以下の探求を計画している。 

 

・新住民価値の住民意識を高める居住環境条件の導出 

・感情分析を適用した文字回答の深耕分析 
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